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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や個人消費の回復に弱さがみられるものの、雇用環境の

改善などから、景気は緩やかな回復基調となりました。しかしながら、中国をはじめとする新興国経済の減速懸念や英国の

　ＥＵ離脱問題等による金融市場の変動等により、先行きには不透明感が強まっております。

物流業界におきましては、企業収益の下振れや在庫調整にともなう生産の落ち込み等から輸送量の減少が見込まれてお

り、原油価格の低位安定に下支えされているものの、ドライバー不足等によるコスト増もあることから、依然として厳しい

　環境下にあります。

このような経営環境の下で当社グループは、お客様の立場に立ったより良い物流サービスを提案、提供し、既存顧客との

取引拡大と新規顧客の開拓を積極的に推進するとともに、コスト削減のため輸送の効率化と経費節減にも積極的に取組んで

　まいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収入は、63億1千8百万円（前年同四半期比2.6％増）となり、営業利益は7億

6千7百万円（前年同四半期比18.5％増）、経常利益は7億5千2百万円（前年同四半期比19.8％増）、親会社株主に帰属する

　四半期純利益は5億6百万円（前年同四半期比32.9％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて5.9％増加し、4,569百万円となりました。これは、現金及び預金が148百万円増

加したことなどが要因であります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ0.3％増加し、21,587百万円となりました。これ

　は、新物流倉庫の建設による増加と資産減価償却による減少が主な要因であります。

　　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて318百万円増加し、26,157百万円になりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて4.6％増加し、5,134百万円となりました。これは、流動負債のその他のうち未払

金が249百万円増加したことなどが要因であります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて5.9％減少し、5,480百万円と

　なりました。これは、主に長期借入金が351百万円減少したことが要因であります。

　　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて114百万円減少し、10,615百万円になりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.9％増加し、15,542百万円となりました。これは、主に利益剰余金が426百万

　円増加したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績は、ほぼ予想どおり推移しており、その他に財政状況及び経営成績に重要な影響を与えた事象もないため、平成28年

　５月13日発表の連結業績予想について変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　　該当事項はありません。
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　会計方針の変更

　　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　　　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第

　　32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構

　　築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　　　この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半期連結会

　計期間から適用しております。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　　（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　　（株主資本の金額に著しい変動のあった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日　至 平成28年９月30日）

　該当事項はありません。
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